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国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／東山荘・記念館�
開 会 点 鐘／12：30�
ロータリーソング／それでこそロータリー�
内　　　容／オーストラリア事情�
　　　　　　　　　　　勝間田芳麿君�
会 員 慶 事�
☆誕生日�
　11月20日　勝又　博文 君    �
　11月25日　鈴木　栄一 君�

☆結婚記念日�
　11月21日　勝又　敏樹君・一　代様ご夫妻    �
　11月24日　斉藤　　衛君・真夕美様ご夫妻    �
　11月25日　高村　繁男君・博　子 様ご夫妻    �
　11月25日　勝又　敏雄君・美津代 様ご夫妻 �

☆夫人誕生日�
　11月26日　山崎伊久雄君 ご夫人 久　子様�

　先日の８日・９日に開催され

ました地区大会には、当クラブ

から２５名の参加登録をいただきましてありがと

うございました。第２分区では三島クラブに次

ぐ参加者で、大きな存在感を示すことができま

したし、今回も甲府北クラブに次いで第２位の〈年

間出席率優秀クラブ〉の表彰を受けることができ

ました。これこそ会員全員の協力で勝ち得た大

きな足跡と誇らしく感じるところです。   �

　当日の大会の様子については、後ほど報告さ

せていただきます。ここでは、翌日１０日に長泉

で行われた第２分区会長・幹事会の報告をさせ

ていただきます。   �

　まず、今年度のＩＭについてですが、平成１６

年２月２２日（日）に伊豆中央ＲＣのホストで、三

島プラザホテルで行われることになりました。

内容は、内藤パストガバナーの講演を中心に〈課題

報告を交えた会〉が実行委員会で考えられており、

参加者は環境保全に関わる委員（当クラブでは社会

奉仕委員長）と会長・幹事の３名となっております。   �

　次に、ＷＣＳの関係ですが、前年度ＲＩ会長ビチャ

イ・ラタクル氏の所属するタイのトンブリーＲＣ

の紹介で、バンコックの２箇所の産院に呼吸補助

器を贈るプロジェクトが伊豆中央ＲＣから提案さ

れました。タイでは非常に早産が多く、医療機器

が乏しいことからのようです。   �

　もう１件は、地区青少年交換委員会から佐藤ガ

バナーに提出された請願書に関することで、交換

学生受け入れクラブの予算と各分区で１名の学生

を引き受ける提案です。   �

　この問題に関心の薄い第１・第２分区向けの提

案のようにも思えますが、複数クラブの受け入れ

では通学区の問題や責任の所在が不明確になるな

どの問題点が指摘されました。以上、概略の報告

とさせていただきます。  
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次回11月27日の例会�

１８２１回　１８：３０点鐘　東山荘・講堂�

会　長　  水口　正宏�



○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会員数� 出席者数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６１名� ５９名� ４６名�７７.９７％�１００.００％�

山崎伊久雄君　10月31日　裾　野    �

秋田　悦夫君　11月 5日　ＧＲＡ    �

勝間田太住君　11月 5日　ＧＲＡ �

勝又　敏樹君　11月 5日　ＧＲＡ�

山崎　恭夫君　11月 5日　ＧＲＡ �

小野　寛幸君　11月 5日　ＧＲＡ�

菅沼　　久君　11月 5日　ＧＲＡ �

田代　博久君　11月 5日　ＧＲＡ�

渡邊　俊彦君　11月 9日　地区大会    �

根上　陽一君　11月10日　山中湖    

●昨日、小早川さんが初めてのメーキャップに付き合って下さいました。 狩野住夫君�
●ロータリーの代表をお引き受けした国体の馬術競技も大成功に終わりホッとしております。また先日の当社の社員旅行では、
　富士旅行の勝又洋さんに大変お世話になりました。 石川又英君�
●地獄の特訓が無事終了しました。橋本喜市さん、芹澤正明さん、お世話になりました。�石田　恩君�
●誕生日のお祝いありがとうございます。 藤田昇司君・井口修一君   

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

●メーキャップ�
　　  （10名）�

　ロータリーは２００５年に１００周年を迎える。その

年は、日本にロータリーが誕生して８５周年にも

当たる。このような節目を前に、第２６２０地区は３０

年の歩みを記念しようとしている。   �

　１９７４年の当地区発足以前から、３０年を超える

歩みを刻んでいるクラブは、静岡・浜松RCをは

じめ４３を数える。�

　地区３０年を含む日本のロータリーの戦後半世

紀の歩みを振り返ってみることが、今の私たち

に問い掛けられている課題ではないだろうか。   �

　丁度５０年前、日本のロータリーが２地区に分

割されたが、その際〈ロータリーの友〉が創刊さ

れた。現在、公式機関紙として新しい体裁と内

容を整えてきた〈友〉の５０年の歩みと、創刊時の

思いを振り返ってみると、世界と日本のロータリー

の変遷が明らかに記されている。この年には、〈財

団法人・米山記念奨学会〉の原点である〈米山基金〉

が東京RCで産声をあげた。    �

�　１９８２年は、日本から国際ロータリー会長に向

笠広次氏が選ばれた年であったことも忘れられ

ない。    �

　世界のロータリアンによって支持される〈ロー

タリー財団〉が、ポリオ撲滅にチャレンジした事業

展開も大書しなければならない足跡の一つである。    �

　１９８６年には日本のロータリアンが１０万人を超え、

世界のロータリアンは１００万人を突破し、会員増強

の成果を謳歌したが、最近の会員減少の痛みとロー

タリーのあり方の反省は、まさにロータリーを愛

する私たちにとって最大の課題として面前に立ち

はだかっている。    �

　ロータリー活動のキーワードを、私たちは夫々

に整理してみてはどうだろう。�

　He profits most who serves best.    �

　Think globally , Act locally.    �

　Small is beautiful.     �

　Enjoy Rotary!    �

　これらのキーワードが、私のロータリーとの関

わりから思い起こされる＜地区３０年の歩み＞の姿

である。�

高野孫左ヱ門パストガバナー（１９８２～８３,甲府RC）の「地区３０年の歩み」より    

水口　正宏君�

地区大会報告�

●欠席者（13名）�
橋本喜市君・大森清治君・内海宣彦君・林　　準君
小野篤之君・山口幸男君・岩田英治君・斉藤　保君
山崎伊久雄君・望月　茂君・芹澤正明君・根上眞一君
戸栗太平君 

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までに
　ご連絡下さい。�

地区大会へ出席の皆さん�
ご苦労様でした�

〈年間出席率優秀クラブ〉として�
佐藤ガバナーから表彰される水口会長�


